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定
期
総
会
は
、今
総
会
で
勇
退
さ
れ
る
眞
柄
会
長（
全

日
本
自
治
体
退
職
者
会
）
の
民
主
党
政
権
へ
の
厳
し
い

意
見
と
八
年
間
の
思
い
を
込
め
た
挨
拶
で
始
ま
り
、

来
賓
に
は
、
連
合
の
南
雲
事
務
局
長
、
民
主
党
の
山
根

参
議
院
議
員
、
社
民
党
の
福
島
党
首
が
見
え
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

   

発
言
は
、
都
道
府
県
退
職
者
連
合
よ
り
、
北
海
道
・

神
奈
川
・
宮
崎
・
沖
縄
の
代
議
員
と
、
中
央
単
産
か
ら

全
日
本
水
道
退
職
者
協
議
会
と
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会

の
代
議
員
の
六
名
か
ら
あ
り
ま
し
た
。 

特
に
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
を
代
表
し
て
発
言
し
た

中
村
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
）
は
、
退
職
者
連
合
の 

掲
げ
た
「
政
府

に
対
し
、
原
発

に
依
存
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
抜
本

的
に
見
直
し
、

国
民
と
共
に
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
社

会
へ
の
転
換
・
再

生
可
能
な 

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
促
進
す
る
よ
う
求
め
る
」

と
い
う
脱
原
発
の
方
針
に
賛
成
す
る
立
場
か
ら

「
ゴ
タ
ゴ
タ
続
き
の
民
主
党
に
対
し
、
一
昨
年
夏
の 

          

総
選
挙
時
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
立
ち
戻
り
、
一
貫
し
た

政
治
を
行
な
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
と
共
に
、
退
職
者

連
合
に
も
強
い
気
持
ち
で
脱
原
発
の
取
り
組
み
を

望
む
」
意
見
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。 

   

新
役
員
体

制
は
、
八
年

間
会
長
を
務

め
ら
れ
た
眞

柄
氏
が
勇
退

さ
れ
、
新
た

に
事
務
局
長

だ
っ
た
阿
部

保
吉
氏
（
林

野
関
連
退
職

者
の
会
）
が

会
長
に
な
り

ま
し
た
。
新

事
務
局
長
に

は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
の
羽
山
治
美
氏
が
就
任

し
ま
し
た
。 

ま
た
幹
事
に
は
、Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
か
ら
大
熊

勝
明
氏
が
再
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
、Ｏ
Ｂ
会
の
社
会
的
任
務
と

責
任
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
達
も
全
国
の
仲
間

と
の
絆
を
強
め
な
が
ら
、
脱
原
発
、
高
齢
者
問
題
の

解
決
の
た
め
に
、
さ
ら
に
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。 

 

人
災
・
福
島
原
発
事
故
を
考
え
る 

◇ 

私
は
Ｏ
Ｂ
会
へ
加
入
し
て
四
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
は

勝
田
車
両
セ
ン
タ
ー
で
構
内
運
転
士
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

主
な
業
務
は
車
両
の
入
区
・出
区
、
そ
し
て
車
両
の
洗
浄
・

転
線
の
た
め
の
入
換
作
業
で
す
。 

◇ 

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
当
日
、
私
は
業
務
で

職
場
に
い
ま
し
た
。
地
震
発
生
後
は
職
場
も
大
き
な
被
害
を

受
け
、
外
部
と
の
連
絡
が
取
れ
ず
、
情
報
が
つ
か
め
な
い
ま
ま

一
夜
を
明
か
し
ま
し
た
。
停
電
で
テ
レ
ビ
も
見
ら
れ
ず
、 

ラ
ジ
オ
だ
け
が
情
報
源
で
し
た
。
携
帯
も
つ
な
が
ら
な
い
状
況
が

二
日
も
続
き
ま
し
た
。 

◇ 

電
気
・水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
程
度
回
復
し
た
後
は
、
今
度
は

ガ
ソ
リ
ン
の
不
足
で
、
給
油
す
る
の
に
四
時
間
か
ら
五
時
間
も
か
け
、

長
蛇
の
列
に
並
ぶ
と
い
う
状
況
で
し
た
。 

◇ 

水
戸
地
本
内
で
は
、
原
ノ
町
・い
わ
き
・茨
城
地
区
と
そ
れ
ぞ
れ
に

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
と
り
わ
け
原
ノ
町
地
区
は
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
地
本
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
原
ノ
町
・い
わ
き
地
区
へ出
向
き
、

支
援
・
激
励
行
動
を
行
な
い
、
改
め
て
被
害
の
大
き
さ
に
驚
き

ま
し
た
。 

◇ 

今
回
の
震
災
に
よ
る
職
場
の
状
況
を
捉
え
、
水
戸
地
本
の
大
会

に
お
い
て
原
ノ
町
支
部
の
今
後
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、
原
ノ
町
支
部

活
動
の
一
時
休
止
を
受
け
、
原
ノ
町
支
部
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
は
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
地
本
Ｏ
Ｂ
会
と
議
論
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
今
後
も

継
続
し
て
運
動
を
創
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

◇ 

私
の
所
属
す
る
水
戸
支
部
Ｏ
Ｂ
会
も
今
年
の
二
月
に
幹
事
会
を

開
催
し
ま
し
た
が
、
震
災
以
降
は
な
か
な
か
開
催
さ
れ
て
い
な
い
の
が

実
情
で
す
。
日
時
を
設
定
し
て
も
延
期
に
な
っ
て
し
ま
う
状
況
で
す
が
、

昨
年
の
再
建
大
会
以
降
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
行
な
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
運
動
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

◇ 

今
後
は
、
田
城
郁
さ
ん
を
国
政
に
送
り
出
し
て
き
た
こ
と
に

踏
ま
え
、
五
年
先
の
選
挙
を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

◇ 

そ
の
た
め
に
も
、
ま
だ
ま
だ
組
織
と
し
て
弱
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

Ｏ
Ｂ
会
の
組
織
強
化
に
向
け
、
幹
事
会
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
で
す
。 

水
戸
地
本
・
水
戸
支
部
Ｏ
Ｂ
会
（
Ｔ
・
Ｅ
） 
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七
月
十
二
日
十
三
時
よ
り
、
都
内
の
「
ホ
テ
ル
・
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
」
の
２
階
会
議
室
に
お
い
て
、
退
職

者
連
合
・
結
成
二
〇
周
年
の
記
念
総
会
と
な
る
「
退
職
者
連
合
第
十
五
回
定
期
総
会
」
が
約
２
４
０
名
の

参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
か
ら
は
、
川
端
副
会
長
（
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
）、

鈴
木
副
会
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
労
Ｏ
Ｂ
会
）、
伊
藤
事
務
長
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
）、
文
中
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
労

Ｏ
Ｂ
会
）、
中
村
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
）
の
五
名
が
代
議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

原
発
事
故
が
足
枷
に 

ＯＢ声の広場 

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
が
堂
々
の
発

言 眞
柄
会
長
・万
感
極
ま
る
挨
拶
で
・・・ 

阿
部
新
会
長
、
大
熊
氏
が
幹
事
に
再
選 

 

 

発言する中村代議員 

退職者連合・新会長に就任した阿部保吉氏 



  

 
     

八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
六
月
二
五
日
、
Ｊ
Ｒ
八
王
子

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
八
名
の
来
賓
と
役
員
・代
議
員
・

傍
聴
者
五
五
名
の
参
加
を
も
っ
て
、
第
十
四
回
定
期

総
会
を
開
催
し
た
。 

総
会
は
、
先
の
５
・
24
集
会
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ビ
デ
オ

の
放
映
で
、
国
鉄
改
革
に
至
る
経
緯
か
ら
現
在
の

Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
に
よ
る
職
場
活
動
規
制
＝
組
織
弱
体
化

攻
撃
の
実
態
を
知
り
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
の
憤
怒
の
想
い
の
中
、

故
松
崎
明
氏
・角
岸
幸
三
氏
・柴
田
光
治
氏
、
ぜ
し
て

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
し
て
黙
祷
を
捧
げ
て

か
ら
開
始
さ
れ
た
。 

冒
頭
、
神
田
会
長
か
ら
民
主
党
政
治
へ
の
不
信
の

念
が
語
ら
れ
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
私
達
に

世
の
価
値
観
の
変
更
が
迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ

か
ら
の
Ｏ
Ｂ
会
は
エ
ル
ダ
ー
会
員
が
中
心
に
な
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
等
が
語
ら
れ
た
。 

沼
澤
副
委
員
長
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
で
緊
急

支
援
物
資
の
輸
送
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
担
っ
た

現
役
の
取
り
組
み
、
職
場
管
理
（規
制
）強
化
と
の 

闘
い
の
報
告

と
、
１
０
０
回

を
超
え
た
最

高
裁
に
対
す

る
口
頭
弁
論

開
催
の
要
請

行
動
お
よ
び

田
城
参
議
院

議
員
の
活
動

を
支
え
る
た

め
の
後
援
会 

加
入
の
協
力
要
請
の
訴
え
が
あ
っ
た
。 

ま
た
多
く
の
来
賓
か
ら
、
反
原
発
の
闘
い
の
重
要
性
、

現
役
組
合
員
と
の
対
話
の
重
要
性
が
Ｏ
Ｂ
な
ら
で
は
の 

       

言
葉
で
語
ら
れ
た
。 

経
過
報
告
・活
動
方
針
提
起
後
の
質
疑
で
は
、
五
名
の

代
議
員
か
ら
、
①
脱
原
発
の
闘
い
へ
の
決
起
、
②
現
役

組
合
員
と
の
対
話
の
場
の
具
体
化
、
③
職
場
活
動
規
制
に

対
す
る
怒
り
、
④
Ｏ
Ｂ
会
員
同
士
の
連
帯
感
強
化
の

た
め
「楽
し
い
Ｏ
Ｂ
会
」を
目
指
ぜ
う
、
な
ど
の
発
言
が

あ
っ
た
。 

事
務
長
の
一
括
答
弁
で
は
、
①
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
改
め
て

反
原
発
の
闘
い
（行
動
）を
実
践
し
て
い
く
こ
と
、
②
職
場

活
動
の
規
制
に
対
し
て
は
、
Ｏ
Ｂ
会
員
と
現
役
組
合
員
の

対
話
を
通
し
て
労
働
組
合
の
活
動
拠
点
は
あ
く
ま
で
も

職
場
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

③
エ
ル
ダ
ー
連
絡
会
の
結
成
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
、

④
年
金
・医
療
・介
護
な
ど
の
Ｏ
Ｂ
会
独
自
の
課
題
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、
⑤
Ｏ
Ｂ
会
員
間
の

連
携
を
深
め
る
た
め
に
「楽
し
い
Ｏ
Ｂ
会
」の
活
動
を
創
り

出
し
て
い
く
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。 

ぜ
の
後
、
「
反
原
発
！
原
子
力
発
電
か
ら
の
脱
却
と

新
た
な
原
子
力
発
電
所
の
建
設
に
反
対
す
る
決
議
」を

採
択
し
、
新
役
員
の
承
認
、
総
会
宣
言
を
採
択
し
、
片
山

新
会
長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
て
成
功
裡
に

閉
会
し
た
。 

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
久
々
に
顔
を
合
わ
せ
た
仲
間
が

現
役
時
代
の
話
や
「今
の
世
の
中
、
何
か
間
違
っ
て
い
る
」

な
ど
、
話
に
花
が
咲
き
、
九
月
開
催
予
定
の
八
王
子

地
本
Ｏ
Ｂ
会
レ
ク
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
散
会

し
た
。 

二
〇
一
一
年
度
の
新
役
員
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

                                        

                                        

 ｢

人
間
尊
重
企
業｣

の
心
は 

何
処
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か 

 

水
戸
地
本
・
土
浦
運
輸
区
分
会 

Ｏ
Ｂ  

上
久
保  

完 

治 
 

 

私
は
エ
ル
ダ
ー
社
員
と
し
て
水
戸
鉄
道
サ
ー

ビ
ス
㈱
に
出
向
し
、
水
戸
線
の
羽
黒
駅
で
勤
務

し
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
び
の 

大
震
災
当
日
は
、
午
前
六
時

五
十
分
か
ら
午
後
七
時
五
十
分
ま
で
の
勤
務
で

し
た
。
私
は
「締
め
切
り
」業
務
（出
札
窓
口
や

自
動
券
売
機
で
扱
っ
た
当
日
の
販
売
デ
ー
タ
と 

現
金
の
精
査
）を
十
一
時
三
十
分
に
終
え
、
午
後
一
時
か
ら

支
社
の
監
査
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
監
査
は
私
と
他
二
名
の

エ
ル
ダ
ー
社
員
が
携
わ
り
、
支
社
か
ら
二
人
の
社
員
が

来
て
い
ま
し
た
。 

午
後
二
時
四
六
分
頃
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
き
な
揺
れ
が
突
然
発
生
し
、
建
物
が
き
し
み
、
部
屋
に

設
置
し
て
あ
る
ポ
ス
機
器
や
簡
易
ス
イ
カ
モ
ニ
タ
ー
、
ビ
デ
オ

監
視
機
な
ど
が
大
き
く
揺
れ
て
倒
れ
ぜ
う
に
な
り
ま
し
た
。

支
社
の
社
員
は
、
ぜ
れ
ら
の
機
器
類
を
「押
さ
え
な
さ
い
」と

私
達
に
指
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
大
地
震
で
す
か
ら
、

先
ず
は
身
の
安
全
確
保
の
た
め
「駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
広
場
に

逃
げ
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
の
か
と
思
い
き
や
、
何
と

「機
器
類
を
守
る
こ
と
」を
指
示
さ
れ
た
の
で
す
。
私
は
、

こ
れ
ほ
ど
の
大
地
震
の
時
は
働
い
て
い
る
人
達
の
人
命
を

守
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

地
震
の
被
害
は
、
駅
の
屋
根
瓦
が
大
き
く
崩
れ
、
ホ
ー
ム
の

笠
石
は
線
路
上
に
落
ち
、
ホ
ー
ム
は
三
〇
セ
ン
チ
も
段
差
が

出
来
て
い
ま
し
た
。
ぜ
の
後
、
私
の
所
属
す
る
水
戸
鉄
道

サ
ー
ビ
ス
㈱
と
の
連
絡
は
取
れ
ず
、
一
週
間
後
に
や
っ
と
自
宅

待
機
の
指
示
が
出
る
ま
で
私
達
は
所
定
の
時
間
で
出
勤
し
て

い
ま
し
た
。 

一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は
、
人
に
冷
た
い
会
社
と
は
違
い
、

こ
の
異
常
時
に
即
応
し
て
素
早
く
色
々
な
対
応
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
支
援
物
資
の
搬
入
や
共
済
の
手
続
き
な
ど
、

組
合
員
の
立
場
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。 

Ｊ
Ｒ
発
足
時
、
「人
間
尊
重
企
業
」を
謳
っ
た
優
し
い
心
は

一
体
何
処
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
ま
り
の

変
貌
に
危
惧
の
念
を
抱
い
て
い
る
の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
会
社
が
仕
掛
け
て
い
る
職
場
活
動
の
規
制
や
議
事
録

確
認
の
反
古
と
無
縁
で
は
な
い
と
心
配
し
て
い
ま
す
。 

 

 紹介します 
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Ｏ
Ｂ
会
・会
長  

片
山   

昇 

八王子地本ＯＢ会第１４回定期総会／新役員挨拶 

 

千葉地本ＯＢ会は、７月１６日、千葉市生涯学習

センターにおいて、第１４回定期総会を開催しま

した。総会には、来賓を含め、総勢４０名を超える

ＯＢ会員が参加し、東京や横浜地本の所属で

千葉県在住のＯＢ会員にも参加して頂き、昨年に

引き続き、盛り上がった総会になりました。 

総会は、齋藤副会長の司会で始まり、冒頭、東日本大震災の被災者並びに昨年末から

今年にかけて逝去された松崎初代委員長・柴田ＪＲ総連元委員長・角岸ＪＲ東労組元委員長の

ご冥福を祈って、黙祷を捧げました。議長に原 良助さんを選出し、議事が進められました。 

田代ＯＢ会長は挨拶の中で、昨一年間の東日本大震災の義援金の取り組みを始め、地方

統一選挙におけるＯＢ会員の協力・支援に感謝の言葉を述べ、この一年間で成田・津田沼・

木更津支部にＯＢ会を確立して、当面する脱原発、被災地の復興支援、エルダー問題にも

積極的に取り組んでいく決意を表明しました。 

質疑では、①互助の精神で被災地への継続支援を！②悲惨な福島第一原発の事故を

踏まえ、今こそ脱原発の闘いを！③エルダー職場の务悪な労働条件の改善を真剣に取り

組もう！などの意見が出されました。総会に参加した高木徳雄さんから、大震災の液状化に

より家屋全壊の被害を被った状況報告と見舞金へのお礼の言葉がありました。最後に「脱原発

社会を求める特別決議」を採択し、総会は成功裡に終了しました。新役員は下記の通り。 

会  長 田代多聞、副 会 長  齋藤繁美、副 会 長  仲野  博、 

事務長 堀切  衛、事務次長  原  良助 

 

 

 

 

 JR東労組OB会も積極的に運動に参加します。 

 期 間 2011年6月 ～ 2012年2月まで 

 提出先 内閣総理大臣   衆議院議長 

原発の廃止を実現するために、1000万人の署名を集めて、

政府と国会に提出します。1000 万人の署名が集まれば、

国も無視することはできません。 

政治を動かすのは私たちの声です。 

JR 東労組も、この運動を積極的に担っていますので、

各地本OB会にお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 日  時  ９月１９日（月）敬老の日   

午後1時から集会・終了後デモ行進 

 場  所  東京・明治公園 

JR千駄ヶ谷駅下車・徒歩10分 

地下鉄大江戸線 国立競技場駅下車 

千葉地本ＯＢ会 

第１４回定期総会 

報告者：ＯＢ会長  田 代 多 聞 


